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岡山大学教師教育開発センター紀要，第 3 号（2013），pp.10-16

音楽が情動におよぼす影響と音楽的行動の発達

―広汎性発達障害児に対する音楽を用いた支援のための知見―

横内　理絵※１　眞田　敏※２

　本研究では，音楽を用いた支援を行う際の基礎的条件になると考えられる音楽の三要素が，情動におよぼす影

響について検討し，さらに，乳幼児期の音楽的行動の発達についても既報論文に基づいて展望的研究を行った。

リズムは人と人との情動的結びつきを強化させ，メロディーは安心や懐かしさを感じさせ，ハーモニーは心理的

あるいは身体的な緊張と弛緩を生み出すことが示唆された。音楽的行動の発達では，スプーンでものを口に運ぶ

18 か月ごろからタンバリンを振り鳴らす行動が見られ，ひもを結ぶなど手指の分化が著しくなる 5 歳ごろから旋

律楽器での分担奏が可能となることなどが示唆された。効果的な支援を行うためには，音楽の三要素の特性を理

解し情動的影響を企図した支援を行なうこと，音楽的行動の発達過程を参考に対象児の音楽的技術の獲得水準を

判断した楽器や曲の選択が重要であることを提言した。

キーワード：音楽，情動，音楽的行動，広汎性発達障害，支援

※ 1 横内　理絵（兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科）

※ 2 眞田　敏（岡山大学大学院教育学研究科発達支援学系）

Ⅰ．はじめに
　情動は，喜，怒，哀，楽の感情の動きであるとされ，

それらは，快と不快に分けて解釈されることもある 1）。

乳児期の養育者と子どもとの情動的な相互交渉が，コ

ミュニケーション能力の発達にとって重要な役割を

果たすことが明らかにされており 2），特に喜と楽を含

む快の情動は，コミュニケーション能力の発達に役

立つことが明らかにされている 3）。

　広汎性発達障害をともなう子どもの特徴として，社

会性の質的な問題，コミュニケーションの問題，興味・

関心の狭さやこだわり，常同的かつ反復的な行動が

知られている。三宅 3）は，情動のうち，快の情動を

引き起こす遊びにより成立した情動の共有が，自閉

症のコミュニケーション発達にとって重要な役割を

果たすことを指摘している。音楽を用いた支援にお

いても，Kim4）が，子どもと支援者が即興演奏を行う

ことによって情動を共有し，それが，子どもと支援

者とのコミュニケーションを促進させると述べてい

る。しかし，黒山ら 5）が指摘しているように，子ど

もと支援者が快の情動を共有する場面に音楽を導入

することが，コミュニケーションを促しうることは

予想されるが，これを促進させるために有用な音楽

の種類や形式などについては，十分に明らかにされ

ていない。

　乳児期の養育者の語りかけに対する子どもの発声

や，養育者が子どもをあやすために用いるタッピング

タッチなどにみられるような，子どもと養育者の行動

のタイミングが同調して，一定のパターンを生み出す

リズム同期は，二者間の情動的な一体感を促すこと

から，愛着形成の上で重要なものと考えられている 6）。

Condon ら 7）は，新生児と養育者を映したフィルムを

コマ送りで分析し，まったく無秩序に動いているよ

うに見える新生児の手足の動きは，養育者の語りか

けに同期していることを報告した。Trevarthen8）は，

自然観察法によって，乳児と養育者の間にあたかも

会話しているかのような動作や発声を確認すること

ができ，それを養育者と子どもが相互に交わしてい

ることを明らかにした。小林 9）は，Trevarthen8）の

研究に言及し，子どもの発声や動作に合わせた養育

者の自然な応答や，乳児の協調を呼び起こそうとす

る働きかけは，子どもの前言語的なやり取りや，運

動機能の確立に有用であると結論付けている。

　白石 10）は，乳幼児に見られる音楽が，音やリズム

が一定の様式に従って体系化される以前の形で現れ

【研究論文】
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ており，断片的であったり，言語との区別が判然と

していないことから前音楽と呼んでいる。園部 11）は，

子どもが言葉にふしづけをして何かを歌うように

語っている様子を例に挙げ，わずかに音楽的性質を

持ち，やがて音楽的表象の形成に関与する様相を原

音楽と名づけている。このように，乳児は，生後間

もない時期から，養育者との相互関係において，音

楽の三要素の片鱗を示している。

　乳幼児期以降の音楽との関わりに着目すると，幼児

期には，保育園や幼稚園における表現活動の一環とし

て音楽活動が実施されており，歌う・動く・演奏する・

聴く・つくるといった音楽表現は，子どもの表現した

い気持ちを高め，友達との間で自己表現を楽しむと

いう点で，子どもの発達に欠かせないものと考えら

れている 12）。児童期には，教科として音楽と接する

ことが多く，既成曲の歌唱，器楽，鑑賞または作曲

を通じて，音楽を愛好する心情，音楽に対する感性

や音楽活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養

うことを目指した教育を受ける 13）。梅本 14）は，児童

期，青年期および成人期においても，大勢で長いロー

プを回して縄跳びを楽しんだり，ボートを漕ぐとき

に全員のオールの動きを合わせるためにかけ声をか

けたりするように，リズム同期が生活と密接に関わっ

ており，他者との情動的関わりの基盤になると考え

ている。

　本研究では，音楽の三要素であるリズム，メロ

ディーおよびハーモニーが，それぞれ情動におよぼす

影響について検討することを第一の目的とした。ま

た，Swanwick15），谷村 16），Shuter17）および瀬尾 18）

の研究を参考に，乳幼児期に表出される音楽的行動

を統合的に解釈し，さらにこれらの知見を踏まえて

広汎性発達障害児に対する音楽を用いた支援のため

の方略について検討し提言することを第二の目的と

した。

Ⅱ．音楽の三要素が子どもの情動におよぼす影響
　リズムには，一定の時間内を規則的に分節する役

割があり，一定のリズムに規則的なアクセントをつ

けることによって拍子を生み出している 19）。初塚 6）は，

乳児が身体で受容したリズムについて，養育者の行

動に反応して音声を合わせる同調行動を起こした後，

それらのタイミングが合った場合に，同期性が生ま

れ，息が合った感覚を通して情動レベルでの共感性

へと結びつくことを報告している。Starn20）は，他者

の感情状態に共鳴して生じた，他者との間に共有さ

れた情動状態を affect attunement と呼び，これが養

育者と子どもの間の情動的な関わりを深めていると

考えている。affect attunement は，リズムに基づく

情動的なつながりと解釈することもでき，新生児が

他者の話すリズムに合わせて身体を動かす傾向を見

せたり，養育者の固有の動きから発せられるリズム

に同調することによって，他者との間に共有された

情動状態が生じると考えられる。持田は 21），幼児が

他児と一緒に表現するリズムは，単なる拍ではなく

他者との関係性の中でリズム同期を味わっているも

のと考えており，これが音楽的発達上，重要である

と述べている。仲谷ら 22）は，大学生 10 名に対して

一体感に関する調査を行ったところ，彼らは合唱中

や合奏中などに一体感を味わった経験があり，それ

らの経験に共通している要因として，同じ状況にい

て動作をともにしている点を挙げ，音楽に合わせて

歌う，手拍子をするなどリズム同期を生むような協

調的動作を行っていると考察した。前述したように，

梅本 14）も，大勢で大縄跳びをするときに掛け声をか

けたりするように，跳ぶときのリズムが時間的に一

致するリズム同期が，他者との情動的関わりの基盤

になることを示唆している。音楽において生活に最

も関連があり感覚に訴える音楽の要素はリズムであ

るといわれており，リズム同期は人と人との情動的

結びつきを生じさせるために重要であると考えられ

ている 6）。

　メロディーは，時間的経過の中で，文章の句読点に

相当するような，ひとまとまりの楽句を意味するフ

レーズが集合することによって成り立っており，メロ

ディーを認知し享受するためには，一定の記憶機構

の活用が必須であると考えられる。これは，聴覚的

に提示される言語が時間的経過をともなうことから，

その理解に記憶が必要である 23）24）ことと同様のもの

であると解釈することができる。一般的に，強く印

象を受けた出来事や，情動的出来事に関する記憶は

長く残りやすいことが知られており 25），音楽のメロ

ディーを認知，享受し，これを記憶する際にも情動的

な陳述記憶が関与すると考えられる。養育者が乳幼

児に話しかけるときに見られるマザリーズ 26）は，言

葉のイントネーションを際立たせたり 27），語尾を上

昇させたり 28）することによって語りかけの際のこと

ばを韻律的に誇張しており，注意持続や認知能力に

限界がある乳幼児が，音響的特徴を知覚的に捉えて，

養育者とのコミュニケーションを高めるために用い

られている。また，メロディーの要素を含む語りか
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けを用いたものには，オペラなどで曲の前や間に置

かれ，叙唱と訳される recitativo があり，これは，こ

とばの自然なリズムやアクセントを生かして語るよ

うに歌うことによって，役の微妙な心理を効果的に

描写し聴衆に伝えるために用いられている。これら

には，リズムやハーモニーなどの音楽の三要素も存

在するものと思われるが，語りかけの側面を有して

いることから，特にメロディーの要素が強いものと

思われ，これが情動記憶を介することによって，安心，

懐かしさ，既知感などの情動を喚起すると考えられ

る。嶌田 29）は，大学生 165 名に対して懐かしさを喚

起すると思われる音楽を聴取させ，音楽に対する懐

かしさについて研究を行ったところ，音楽聴取によっ

て親しみなど，懐かしさを構成する感情的要素が得

られ，懐かしさを最も規定する感情に既知感が含ま

れていることを明らかにした。この懐かしいという

感情が喚起される理由として，前述した通り記憶さ

れていたメロディーによってメロディー自体に対す

る既知感やメロディーにともなう過去の経験を想起

し，懐かしいという感情が生じたと考えられる。

　ハーモニーは，コードの進行を意味しており，コー

ドとは，高さの異なる 2 つ以上の音が同時に響くと

きに合成した音と定義されている 30）。コードを構成

する 2 つ以上の音の重なり方は，その曲が長調か短

調かといった調性を確立するのに重要な機能を果た

し 31），聴取者に曲の雰囲気が明るい，暗いといった

情動的な印象をもたらしている。また，コードに用

いられる音の組み合わせによって，音が協和‐不協

和を引き起こし，心理的あるいは身体的な緊張と弛

緩をもたらすと考えられている 19）。ハーモニーは，

これらのコードの繰り返しによって成り立っており，

個々のコード自体にある固有の響きと、そのコード

が置かれる位置によって他のコードとの兼ね合いで

生じる働きが，互いに作用し合って聴取者に緊張や

安心などの情動的働きかけをおよぼすと考えられる。

　音楽の三要素には，リズム同期によって人と人との

結びつきを，メロディーが情動を通じて安心や懐か

しさ，既知感などを，ハーモニーが雰囲気の変化に

よって心理的あるいは身体的な緊張と弛緩を生む効

果を有することが示唆された。音楽は，リズム，メ

ロディーおよびハーモニーが混在したものであるが，

これらが情動におよぼす影響を分析的に理解するこ

とによって，より効果的な支援の方略が提案できる

と考えられる。

Ⅲ．乳幼児期における音楽的行動の発達過程
　乳幼児期に見られる音楽的行動について，

　Swanwick15），谷村 16），Shuter17）および瀬尾 18）の

研究に基づき発達過程を踏まえた統合的解釈を試み

た。

　Swanwick15）は，独立した 2 名の判定者に 3 歳か

ら 9 歳までの子ども 7 名が作曲した各々 3 曲を聞か

せ，それぞれの作品を作った子どもの年齢を評定させ

た結果，評定順位と年齢に相関が見られたことから，

後に，楽器や歌を通して子どもたちが作曲した音楽

745 作品を分析対象として，子どもたちの音楽作品に

見られる各年齢の特徴を明らかにした。谷村 16）は，

Piaget32）が提唱している 0 か月から 24 か月までの 6
段階の感覚運動期と，McDonald33）が提唱している音

楽行動のうち，聴く，歌う，動く，演奏するの各項

目を用いて音楽行動のプロセススケールを作成した。

Swanwick15）は文化の異なる地域で 28 作品を対象に

音楽的行動の発達過程の信頼性を確認し，谷村 16）は

自閉症児らに見られる音楽行動について検討し，音

楽行動のプロセススケールの妥当性を確認した。さら

に Shuter17）は，Willhelm Preye や Mary Shirley な

どの幼児研究の先駆者達が，日々の観察や経験，記

録から得たデータをもとに，これらを集約して音楽

と音に対する幼児の初期の反応やメロディー発達な

どについて検討した。瀬尾 18）は，定型発達児の生後

2 か月から 18 か月までの保育場面で観察された音楽

行動を記録し，著者および独立した 2 名の評定者が，

これらを粗大運動 / 微細運動技能や操作的技能などの

6 領域に分類して音楽的行動を段階的に示した。

　表に，Swanwick15），谷村 16），Shuter17）および瀬

尾 18）の研究から，乳幼児期に見られる音楽的行動と

して記述されているもののうち，能動的な楽器演奏

に関する音楽的行動の記述を抽出し，併せて，津守

式乳幼児精神発達検査 34），新版 K 式発達検査 35），デ

ンバー式スクリーニング検査 36）および日常生活動作

の発達表 37）から抜粋した項目を示した。乳児期であ

る 4 か月ごろに見られる手の操作では，ガラガラを

振るようになり，同時期の音楽的行動では，音ので

るおもちゃを振ったり叩いたりして楽しむ様子が観

察されるようになる。その後 4 か月から７か月ごろ

にかけて，ものを両手で口に持っていく，持ってい

るものでテーブルなどを叩く，両手に持っているも

のを打ち合わす，片方の積木で他方の積木を叩くな

ど，手による操作が観察されるようになり，8 か月ご

ろからは，バチを持って太鼓を叩いたり，笛やラッ
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パなどの吹いて鳴らす楽器の音を鳴らしたりするよ

うになる。11か月ごろには，手や指の操作においても，

積木を積もうとするなど，手指の巧緻性の高まりが

観察されるようになり，音楽的行動では，右手で太鼓，

左手でバチを持つなど手の左右独立した運動が観察

されるようになる。

　幼児期である 18 か月ごろからは，スプーンを使っ

てものを口に運ぶ行動が見られるなど，手の回内・

回外運動が可能となり，この時期の音楽的行動では，

タンバリンを両手で持ちながら振り鳴らす様子が観

察されるようになる。語の発達では，養育者が絵本

を読み聞かせている場面などで，話しているかのよ

うに何かしきりに言う行動が見られ，これは，24 か

月ごろに観察される聴いたことのある歌のフレーズ

を再生する行動と関連しているように思われる。ま

た，24 か月ごろには，音の拍を感じて楽器の音と合

わせようとする様子が見られ，他者を意識すること

が可能になる。3 歳以降では，言葉や音楽に合わせて

リズムを打つ，楽器でいろいろな音色を楽しむ，規

則正しい拍子を打ったり，音を区切ることなく等速

で滑らせるように音の高さを上下するグリッサンド，

主要音とその 2 度上の音の間を細かく反復するトリ

ルなどのシンプルな音楽的パターンを用いるととも

に，自分の演奏を調節して他者と合わせる応答的合

奏も可能となる。谷村 16）によると，3 歳以降は，手

の操作や語の発達について，ふり遊びが可能となり，

ルールのある遊びも展開できるようになるなど，認

知や社会性の発達との関連が強いものと考えられる。

5 歳ごろには，くつのひもを結ぶなど手指の分化が著

しくなり，同時期の音楽的行動では，旋律楽器での

分担奏が可能となることなどが示唆される。手指の

機能発達は，6 歳ごろまでには成人とほぼ同様の働き

を持つことができるようになると考えられている 38）。

 

表　乳幼児期の音楽的行動の発達と手の操作および語の発達

表中上段の（SW）は Swanwick15），（T）は谷村 16），（S）は Shuter17），（SE）は瀬尾 18）を示し，下段の（TU）

は津守の乳幼児精神発達診断法 34），（K）は新版 K 式発達検査 35），（D）はデンバー式スクリーニング検査 36），（N）

は日常生活動作の発達表 37）から抜粋した項目を示している。
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Ⅳ．広汎性発達障害児に対する音楽を用いた支援の
ための提言
　音楽の三要素が情動におよぼす影響では，リズム，

メロディーおよびハーモニーが，それぞれ人と人と

の結びつき，安心，懐かしさ，既知感などの感情や，

心理的あるいは身体的な緊張と弛緩を生むことを述

べた。発達に困難をともなう子どもへの効果的な支

援を行うためには，前述の音楽の三要素の特性を理

解し，これらの情動的影響を企図した支援を行うこ

とが望ましいと思われる。このような支援を実践す

るための基礎的条件として，支援者は，前述した音

楽的行動の発達過程を参考にし，対象児の音楽的技

術の獲得水準を判断して，支援で用いる楽器や曲を

あらかじめ検討しておくことが求められる。

　土野 39）は，音楽療法で用いる楽器について，ハー

モニカや笛などの吹く楽器，タンバリンや太鼓など

の手やバチを使って叩く楽器，ギターやカリンバな

どのはじく楽器，マラカスや鈴などの振る楽器，キー

ボードやピアノなどの押す楽器など，演奏の際の動作

によって分類している。音楽的行動の発達過程に沿っ

て考えると，振る楽器や手を使って叩く楽器は 4 か

月ごろから，バチを使って叩く楽器，吹く楽器や押

す楽器は 8 か月ごろから使用することが可能であり，

はじく楽器は該当する音楽的行動が挙げられていな

いが，指先の巧緻性が高まる 8 か月ごろから使用で

きるものと考えられる。ドイツの作曲家であり音楽教

育家でもある Carl Orff は，子どもに与える楽器とし

て技術的なものをできるだけ取り除き，簡単に演奏で

きるオルフ楽器を考案した。オルフ楽器には，例えば，

それぞれの楽器の音域が狭い，音板が自由に取り外

せる，バチの選択によって音色の工夫ができるなど

の特徴があり，通常の楽器を使用するよりも子ども

への負担が少ないことが考えられる。楽器選択に当

たって留意すべき点は，支援者が楽器の機能を熟知

し，特に，広汎性発達障害児を対象とする場合には，

発達性協調運動障害の併存も少なくない 40）ことから，

演奏する際にどのような動作が必要となるかを把握

しておくこと，生活年齢のみならず，子どもの音楽的

行動や手および手指操作に関する発達段階や，子ど

もの特性に配慮した楽器選択を行うことが挙げられ

る。なお，表の音楽的行動の発達過程に示した年齢は，

楽器操作が可能となる目安の時期であり，支援者と

の間での合奏の成立を目指す場合には，谷村 16）の研

究に示されているように応答的合奏が可能となる定

型発達の 4 歳ごろの子どもが持つ発達水準を想定す

ることが望ましいと考えられる。

　支援で使用する曲の選定については，調性や拍子，

テンポ，リズム，メロディー，ハーモニーなどの，曲

の持つ特徴を踏まえた支援を計画することの重要性

が示唆されている 19）。表に示した音楽的行動の発達

過程を考慮すると，バチを持って太鼓を叩くことが

可能になる 8 か月ごろから，音の拍を感じて楽器の

音と合わせようとする行動が観察される 3 歳ごろま

での間は，子どもが自ら音の探索をしている時期と

考えられる。この時期は，曲を選定するよりもむしろ，

支援者が子どもの表現した音に合わせて即興的に音

楽を提供することが望ましいと思われる。3 歳以降の

子どもには，シンプルな規則正しい拍子を打つ行動，

既知の曲を歌ったり演奏したりする行動，音色を楽し

んだり，応答的な合奏をしたり，グリッサンドなど

を用いる様子が観察されている。これらの音楽的行

動の発達の特徴を踏まえると，3 歳以降の選曲は，童

謡のように調性や拍子，テンポ，リズム，メロディー，

ハーモニーなどの要素が明快な曲，アニメソングのよ

うに子どもたちにとって親しみのある曲，グリッサン

ドやトリルなどの音楽的パターンが挿入された曲や，

応答的合奏が可能な構造の曲を選ぶことなどが挙げ

られる。なお使用曲に関しては，子どもの実態に即

していないと思われる曲であっても，支援者の編曲

によって子どもの持つ音楽的行動を発揮させること

ができる場合も考えられ，子どもの曲に対する興味

を優先させることも重要と思われる。しかし，子ど

もと支援者との間で情動を共有するための選曲には，

曲を構成する音楽の三要素やその他の音楽的要素の

影響，曲の持つイメージ，曲に対する子どもの嗜好

や子どもの経験の中での曲の位置づけなどの他にも，

様々な視点が必要と考えられる。広汎性発達障害児

を対象とする場合，その障害特性から，言語的コミュ

ニケーションが困難であったり，興味が限定的であっ

たり，知的障害をともなったりすることも考えられ，

対象児自身が取り組みたいと思う曲を支援者に適切

に伝えることができるかどうか，選んだ曲について解

釈し音楽活動として取り組むことができるかどうか

などの点について困難をともなうことが考えられる。

適切な選曲を行うための基準ともいえる選曲時に配

慮すべき視点は，未だ明確にされていないが，これ

らが明らかになることによって選曲に合理性ができ，

支援の実施においても有意義であると考えられる。

　音楽的行動の発達と音楽の三要素に留意した楽器

や曲の選択は，発達に困難をともなう子どもの持つ
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音楽的技術を発揮できる場を提供するとともに，子

どもと支援者との間での情動の共有の促進と，それ

にともなうコミュニケーション能力を発達させるも

のと考えられる。今後は，支援者が上記諸点とともに，

子どもの障害特性に配慮し，より実態に即した実践

的研究を積み重ねていくことが望まれる。
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